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■令和7年9月1日現在の動き

ロ人

男

女

世帯数

1,299人(-1)

616人(0)

683人(-1)

597人(1)

8月中の移動 令和7.8.8～令和8.9.22

出生

死亡

転入

転出

1人

2人

1人

1人

【香典返し】

中土居 宮脇雅子 様

【その他】

みまさか商工会西粟倉支部（女性部）

父 昭 様 香典返し

寄せられたご寄付は、ポランティア活動などの地域福祉の推進に役立っています。

雑巾

広報についてのご意見・感想は掲示板、

総務企画課までお問い合わせください。
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【粟倉神社の天狗】

昔、 粟倉神社の前を通りがかった商人が、 境内の方に後光のさす天狗
を見たらしい。それからというもの、 その商人の家は繁盛したという
話がある。天狗とは元来、隕石や流星をさすものであった。後光がさし
ているということは、商人が見たのは流れ星か。いや、あれだけ鬱蒼と
した杉林には、 山伏の恰好に赤ら顔、 高鼻に鶉の羽を生やしたいわゆ
る天狗がいてもおかしくはない。てか、 いてほしい。私も繁盛したい。
「いや、俺に頼めよ」とか粟倉神社の御祭神に思われてそうである。
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友
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西粟倉村役場

電話番号

総務企画課
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産業観光課

0868-79-2111 
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0868-79-2230 

建設課
教育委員会
診療所
FAX 

0868-79-2231 
0868-79-2216 
0868-79-2220 
0868-79-2125 
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“ふsoo 角晨尋｀

西粟倉村 0 室埜
古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と
森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携
により実現した「森の町内会ー 間伐に寄与する
紙 ー 」を使用しています


